
 

ふれあい通信３１号でご案内したように、組織をより良く機能させるために各委員会制度をとり、現在広報・財

務・ファーム・ほっとｃａｆｅの 4つの委員会が活動しています。今回は広報委員会より活動の報告をさせていただき

ます。 

委員メンバーは理事、支援員等５名で構成しています。二ヶ月毎に会議を行っています。主なテーマは①ふれ

あい通信のコンテンツ作成②ホームページの更新内容の決定③パンフレット等の改訂討議などです。 

皆様には、ふれあい通信、ホームページに関して是非ご意見を頂ければと思います。 
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図図工工のの時時間間  

ふれあい専門委員会  〈広 報〉 

   第８回ふれあい交流会 

 ＝２月２３日＝ 
 今年で８回目になる 『ふれあい交流会』 が、福祉の森会視聴覚室に

て行われました。 

ふれあい通所生、すずらん会、みどりの家 夢 の各グループの発表

につづき、第二部では 「ゆるリコファミリーオ」の竹村弘子さん、吉羽隆

さん、吉羽文江さんによるリコーダー 

演奏を楽しみました。 

ディズニーの「ホールニューワールド」 

や「３６５日の紙飛行機」、懐かしい 

「東京ブギウギ」、童謡など様々な曲 

で素敵な時間を過ごしました。 

 

「マル福」とは、健康保険証を使って病院や薬局などを受診したときに、窓口で支払う自己負担分

の費用を一部助成する制度です。国ではなく県と市町村が実施しています。対象となるのは妊産婦・

小児・ひとり親家庭など。特に重度の障害者にとっては大切な制度です。 

現在、身体障害者と知的障害者は共に障害者全体の約半数が「マル福」の適用を受けているとい

われています。比べて精神障害は障害年金１級の方のみ（手帳ではない）が助成の対象になってい

て、最も多い２級・３級の方は置き去りにされたままです。 

今、全国で他障害（身体・知的）並みに「マル福を！」という運動が起きています。私たちもこの「マ

ル福」適用拡大のために学び行動しましょう。 

 

2017 年酉年ということで

紙コップでニワトリを作っ

てみました。 

個性豊かな鳥さんたちが

いっぱいでたのしくなりま

すね♪ 

皆様は「マル福」についてご存知ですか？ 

 

mailto:info@fureai-net.org


 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

理事会報告  

 日 時                      主 な 内 容 

１月２４日（火） ふれあいの運営状況  理事からの役割分担報告 

年度末事業計画の確認  各種行事の報告 

2月１７日（金） ふれあいの運営状況  理事からの役割分担報告   

防災食の試食会  
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ＮＰＯ法人 

ふれあい 

メンバーの感想♪ 

・障がいがあっても明るく生活できるんだなと。 

・いろいろな話が聞けてよかったです。 

・頑張っている人の生の話が聞けて良かった。 
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研修 

報告 

 

研修 

報告 

研修 

報告 

水戸市で開催されました。ふれあいからも４名参加しました。講師は社会保険労務士の井原先生が「障

害年金の意義と受給申請について」という私たちにとって大事なテーマを講和しました。今回はたくさ

んの資料があり、この紙面では案内できませんでしたので、ご関心のある方はふれあいにお問い合わせ

ください。                                  （Ｗ理事） 

２月１６日（木）水戸にて開催され、５５名の参加がありました。ふれあいからは３名が出席しました。 

内容は、①家族会メンバーの高齢化、運営者の減少など厳しい環境の中で、各家族会が取り組んでいる事

を発表し討議する内容で、今回は４つの家族会が発表しました。家族会の運営状況、仕組みなど、多岐に

わたる内容でした。その後、パネルディスカッションで質疑応答があり、活発な意見がたくさん出ました。 

②県連の長瀬理事が講師になり、マル福についての制度、現状について、今後の課題をわかりやすく説明

しました。マル福は精神障害者にとって大きなテーマであり、他障害者と同等の扱いとなるよう活動をす

すめて行きます。                                （Ｗ理事） 

 

 ＤＶＤ 

観 賞 

1月 19日 
トレジャープラネット 

2月 16日 
ファインディング ドリー 

           男性が中心となって、お料理や餅つきをする 

お正月の恒例行事「新年会」を今年も無事行い 

ました。和やかな雰囲気のなか２種類のおもち 

          と絶品のけんちん汁を食し、久しぶりに会うメ

ンバーさんと談笑したり、新年の挨拶をして過ごしました。 

新年最初の努力賞の授与は中村理事にお願いしました。お優しいお人

柄の挨拶もいただきました。今年も皆さんの元気な顔をみることが 

出来て嬉しく思います。 

メンバーに努力賞を渡す中村理事 

新年会 
１月５日 研修室７号 

～Menu～ 

けんちん汁 

からみもち・あんころもち 

オレンジぜりー 

2月 23日 ふれあい交流会 

今年のふれあい交流会は手話歌「未来へ」と「四季の歌」を披露しまし

た。この日の為に沢山の練習を重ね頑張ってきたメンバーさんたち。とて

も上手にできました。 

また、いつも優しく教えて下さっている雨甲斐先生の手話歌教室もあり

会場内一体となって「森のくまさん」の手話歌をやることが出来ました。 

ゆるリコファミリーオさんのリコーダーの音色も心地よくとても有意

義な時間を過ごすことが出来ました。 

手話歌「森のくまさん」を教えて下さっている 

雨甲斐教子先生 

ほっとｃａｆｅで作ったクッキーをおみやげ

にしました♪ 

手話歌「未来へ」を熱演中 出演した方々にお花を贈呈するメンバーさん 

平成 29年 2月 13日  茨城県精神障害者支援事業所協会 

第 1回 活動支援部会 

平成 25 年の改正による医療保護入院や退院支援に関わる基礎知識を学び、またそれに添った質の高

い医療を提供するためのホスピタル坂東精神科の特徴を知ることができた。 

病棟見学では患者さんのプライバシーの保護を考慮した個室、歩きまわる患者さんに合わせて作った

回廊式の廊下、病室が患者さんに合わせたサワ式などを見学した。 

病棟は薄いピンクが主体となっていて優しい印象であり、採光も行き届いている印象を受けた。急性

期に利用する保護室も従来のイメージの鉄格子をなるべく控えている構造になっていた。 

精神疾患は誰しもがかかりうる可能性のある病気であり、平成 26 年の総患者数は 392.4 万人にのぼっ

ている。地域活動支援センターに関わる職員として、人権に考慮した適切な治療と地域で生活する重要

性を改めて感ずることができた。 

（支援員 Ｙ） 

平成２９年１月１０日  精神障害者家族間の支援者養成研修会   

平成２９年２月１６日 福祉団体等支援事業費補助金事業研修会   

 

地域活動支援センター 

ふれあい 


